The Lepidopterological Society of Japan 


Vol. Il, Pt. 2. April, 1953. 
» 


BUTTERFLIES ann MOTHS 


(The Transactions of the Lepidopterological Society of Japan) 


The Lepidopterological Society of Japan 
c/o Y. Hata, Aburanocouji-buccouji, Kyoto, Japan. 





コケ カ の 生態 (I) 





CP RSC) 右上 , AMID HOW Ot: Daa | 左上 , HERR © ZEBRA ; 
右 下 , ROHT; 左下 , 黄 PREA go. 


(9) 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





ュ ケ ガ (Subfamily: Lithosiinae) (JRH T biR, RAL 5 AE AYREON CATES SMM, 
案外 人 の 目 に 鯉 れ る 事 も 少な い が MGS BTS BER, REL RED OARE 4 Ore Ee 
な く , 生態 的 , 且つ 形態 的 に 興味 深い 種類 で ある . 

私 は 最近 この 類 の 研究 を 績 け て いる が , 幸 に 長友 羽原 議 春 氏 に 依り , 各種 の 美 事 な 生 態 宣 任 を 撮影 し て 頂い て 
いる の で , その 語 細 な 記載 は 別 の 機 償 に 区 べ る こと と し て , 此 記 で ほこ れ ら の 息 任 を 順次 に 掲げ て ュ ケ ガ の 自活 
ORE AT し て 行き た いと 思う . 


Parasiccia altaica LEDERER ホン オビ コケ ガ 
Nudaria altaica LEDERER, Verh. Zool.-bot. Ges. Wien, 5, p. 104, t. 1, f. 3 (1855) 


SNR 0. 5mm 程 の 球形 , AA CREE CHbre EL LCR SIS. Wh (MIZELL) (FALE LO 
Tiik 13mm 内 外 , fFAILUSES TUOMAS, HREL, 白色 の あま りら 長く な い 刺 毛 を 生じ て いる . MR 
褐色 , He (ÆT) は 砂粒 ・ 地 衣 后 或いは 樹皮 片 ・ 鹿 電 な ど を 綴 つ て 年 球形 乃至 邊 材 園 形 こ に つく られ , Wob 
り に は 和 富 師 の 如く 縦 積 に 締 糸 が 張ら れ て いる . Graeser) 12 kiur EA OF {Lic BL SED Bee BL 
て いる と 記し で てい る が , 私 の 失 察 し た 廃 で は 右 下 彫 の 如く 個々 に 造ら れ て いた . BEARER Cif bh, AI 
StLBRLCLAPOERAL, 第 1 回 の 成 講 は 5 月 中 旬 よ り 出 現す る . 成員 の 生存 期間 は 短く , TDI, K 
RAWL, これ が 成育 し て 第 2 回 目 は 7 月 か ら 8 月 に か け て 現れ る . 何 3 BA OBE 9 AL り 10 月 初 包 に 耳 
つて 行わ れ , これ より 通化 し た 幼 引 は 石 下 ・ 石 側面 間隙 等 に 入 つ て 越 科 を 行う 5. ORL, 個 里 間 に 早晩 が あ り , 
KPBLEO FUDD ONS. 

因みに , AMO Mm OMIOIBRRIZ OV TIL RIERER OHI Dh 0, 双 生活 更に つい て は 本 に 私 め が 詳報 し 
て お いた の で , これ ら の も の を 御 診 照 願 いた い .・ 

本 種 は 現在 北海 道 , 本 州 , 九州 , 屋久 島 , BERR Yao, ツウ スリ ー。 アル タイ に 分 布 す る 事 が 知ら れ て いる .・ 


引 用 3c BR 
1). Graeser: Berl. Ent. Zeit., Vol. 32, p. 113 (1888) 
2). 博物 , I (1) p. 72-73, pl. 6, f. 26, 23 (1939) 
3). BKB Urge & ~ HR (HE), No. 9, p. 3-6, text-figs (1951) 


1952 年 8 HEA 北海 道 利 万 山 の 探 集 を 行 つ た . 利尻 山 (1719m) は 稚内 の 西 座 海 上 に 鑑 え る 北海 の 秀峰 で 利 
AERTS. GW (AYE ~)) 方 面 よ り 行 う の が 便 私 で あり 他方 面 か ら は 上 央 る 困難 で ある . 

クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 。 TEE ClL1400~1 600m HAI BEL, 晴天 に 悪 ま れれ ば 登 路 近 くに 目 堅 出来 る が , 
ERAN EIR TREER AT DDR A SEC D. 個 講 敷 は 比較 防 多 く , 利尻 山 が 竹 立 峰 で あり 一 秦 
LOR b HEATA LANI, 大 寺山 豆 岳 より も 多 論 する の で は な いか と 思わ れる . 

fl, 5 合 目 附 近 の お 花 卓 に は ベ = ヒ カゲ を 見 る が ,。 タク タモ マ ベ = ヒ カ ゲ に 上 比 し 洪 か に 少く , 又 僅 か に 1 頭 で は あ 
つた が 1500m 附 近 で ウラ ジャ ノ メ を 探 集 し た . 

fil, (URE (REO AE L, 南 泊 を 根 獲 地 と し た が 森村 は 科 く 夜間 探 集 に は 宿 谷 近 く で は 身 営 な 場所 に 副 ま れ な 
い . 同島 に 探 集 を 行う 場合 この 革 玉 意 す る 必要 が ある ・ 
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